
季
節
感
を
大
切
に
し
た
献
立

栃木県・日光温泉　日光千姫物語 美食を堪能

イ
セ
エ
ビ
や
旬
の
食
材
で
会
席

千葉県・天津小湊温泉　宿　中屋 美食を堪能

郷
土
の
優
れ
た
食
材
を
使
用

山 梨 県 ・
信玄の湯　湯村温泉　常磐ホテル 美食を堪能

ス
テ
ー
キ
と
旬
彩
懐
石

山梨県・
石和温泉　華やぎの章　慶山 美食を堪能

四
季
の
富
士
を
望
む
絶
景
の
宿

山梨県・富士河口湖温泉郷　秀峰閣　湖月 富士山

手
書
き
マ
ッ
プ
で
観
光
案
内

山口県・
はぎ温泉　萩城三の丸　北門屋敷 接客・サービス

新
ス
タ
イ
ル
の
夕
食
に

静 岡 県・
堂ヶ島温泉　堂ヶ島ニュー銀水 美食を堪能彩

り
豊
か
な
旬
の
本
格
会
席

長野県・上諏訪温泉　浜の湯 美食を堪能

高付加価値化「こだわりの宿特集」
月替わり特選懐石膳の一例

特別室

　
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い
て
５
分
の

特
別
景
勝
地
に
建
つ
栃
木
県
日
光
温

泉
の
純
和
風
旅
館「
日
光
千
姫
物
語
」

（
根
本
芳
彦
社
長
）
。
「
訪
れ
る
旅

人
に
夢
の
よ
う
な
美
し
い
物
語
の
１

ペ
ー
ジ
を
」
と
願
い
を
込
め
、
日
々

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。

　
料
理
自
慢
の
同
館
。
夕
食
の
月
替

わ
り
懐
石
料
理
「
千
姫
御
膳
」
は
、

旬
の
食
材
を
丁
寧
に
選
び
、
手
作
り

に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
懐
石
料

理
だ
。
名
産
の
「
日
光
湯
波
」
や
地

産
の
野
菜
を
使
い
、
季
節
感
を
大
切

に
し
た
献
立
。
中
で
も
総
料
理
長
が

精
魂
こ
め
た
特
製
出
汁

だ

し

で
頂
く
「
千

姫
風
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
は
好
評
で
、

「
出
汁
ま
で
全
部
飲
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
」
と
い
う
お
客
さ
ま
も
多
い
と

の
こ
と
。
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
と

ち
ぎ
和
牛
」
な
ど
、
さ
ら
に
吟
味
さ

れ
た
食
材
を
存
分
に
あ
し
ら
っ
た

「
特
選
懐
石
膳
」
も
好
評
で
、
宿
泊

が
「
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
の

場
合
に
提
供
さ
れ
る
。
夕
食
後
に
１

階
「
く
ら
ぶ
九
重
」
で
開
催
さ
れ
る

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
が
、
宿
泊
客
の
思

い
出
に
彩
り
を
加
え
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
特
別
室
で

は
、
窓
際
に
腰
掛
け
な
が
ら
日
光
の

山
々
と
大
谷
川
の
パ
ノ
ラ
マ
を
、
時

を
忘
れ
て
楽
し
め
る
。
室
内
に
用
意

さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
で
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
。
同
時
期
に
半
露
天
風

呂
付
き
和
室
の
一
部
を
半
露
天
風
呂

付
き
和
風
ツ
イ
ン
へ
と
新
装
。
客
室

は

畳
か
ら

畳
へ
と
広
が
り
、
ツ

イ
ン
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
、
室
内
シ
ャ

ワ
ー
ブ
ー
ス
も
新
装
す

る
な
ど
、
一
般
客
室
も

さ
ら
に
上
質
な
も
の
と

な
っ
た
。

　
浴
場
は
サ
ウ
ナ
付
き

大
浴
場
、
露
天
岩
風
呂

等
が
あ
り
、
日
光
の
山

々
を
眺
め
な
が
ら
湯
浴

み
が
楽
し
め
る
。
「
女

性
に
や
さ
し
い
宿
」
を

う
た
う
同
館
な
ら
で
は

だ
ろ
う
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は

栃
木
県
日
光
市
安
川
町

６
の

。
☎
０
２
８
８

（
５
４
）
１
０
１
０
。

http://www.senhime.c
o.jp/

季節の会席料理「秋の味覚御膳」 　
千
葉
県
・
南
房
総
の
城
崎
海
岸
の

海
辺
に
た
た
ず
む
宿
中
屋
（
中
田
弘

治
社
長
）
は
、
太
平
洋
と
水
平
線
を

望
む
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
客
室
、

敷
地
内
の
自
家
源
泉
か
ら
湧
く
や
わ

ら
か
な
肌
ざ
わ
り
の
温
泉
が
評
判
。

宿
中
屋
の
魅
力
は
、
「
美
景
」
「
美

湯
」
、
そ
し
て
「
美
食
」
だ
。
房
総

沖
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
を
中
心
に

旬
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
会
席
料
理

が
好
評
だ
。

　
自
慢
の
料
理
は
、
水
揚
げ
量
日
本

一
の
千
葉
県
が
誇
る
イ
セ
エ
ビ
を
は

じ
め
、
生
き
の
い
い
ア
ワ
ビ
な
ど
の

南
房
総
の
魚
介
を
ぜ
い
た
く
に
使
っ

た
大
漁
会
席
料
理
。

　
例
え
ば
、
宿
中
屋
を
代
表
す
る
特

選
会
席
の
献
立
の
一
例
は
、
イ
セ
エ

ビ
の
雲
丹

う

に

焼
き
、
ア
ワ
ビ
の
踊
り
焼

き
、
イ
セ
エ
ビ
や
タ
イ
の
お
造
り
、

イ
セ
エ
ビ
の
田
楽
焼
き
、
キ
ン
メ
ダ

イ
の
香
味
焼
き
や
秘
伝
の
た
れ
の
姿

煮
、
こ
れ
に
牛
ス
テ
ー
キ
と
フ
ォ
ア

グ
ラ
の
洋
皿
が
付
く
と
い
っ
た
豪
華

さ
だ
。

　
「
料
理
を
目
当
て
に
お
泊
ま
り
に

な
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
。

南
房
総
の
海
の
幸
、
山
の
幸
へ
の
こ

だ
わ
り
と
同
時
に
、
季
節
感
を
重
視

し
、
全
国
の
旬
の
食
材
も
取
り
入
れ

て
い
る
」と
女
将
の
中
田
淳
子
さ
ん
。

　
季
節
の
料
理
に
は
、
イ
セ
エ
ビ
や

ア
ワ
ビ
に
加
え
、
全
国
各
地
の
高
級

食
材
も
使
う
。
例
え
ば
、
夏
に
は
京

料
理
で
知
ら
れ
る
ハ
モ
の
会
席
料

理
、
秋
に
は
マ
ツ
タ
ケ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
秋
の
味
覚
御
膳
、
冬
に
は

フ
グ
三
昧
の
会
席
料
理
の
プ
ラ
ン
な

ど
を
提
供
し
て
い
る
。

　
宿
中
屋
の
客
室
は
、
露
天
風
呂
付

き
を
含
め
て
計

室
。
全
て
の
客
室

か
ら
海
と
水
平
線
の
パ
ノ
ラ
マ
を
眺

め
ら
れ
る
。
温
泉
は
、
自
家
源
泉
１

０
０
％
の
天
然
温
泉
で
、
露
天
風
呂

や
大
浴
場
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
で

堪
能
で
き
る
。
ｐ
Ｈ
８
・
７
と
ア
ル

カ
リ
成
分
が
高
く
、
「
美
人
の
湯
」

と
い
わ
れ
る
。　

ロ
ビ
ー
で
は
、
「
ジ

ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

夕
べ
」
と
題
し
て
プ
ロ

の
音
楽
家
の
生
演
奏
が

特
定
日
の
夜
に
楽
し
め

る
。宿
を
一
歩
出
れ
ば
、

海
岸
線
に
遊
歩
道
が
あ

り
、
朝
夕
の
散
策
が
気

持
ち
よ
い
。

　
▽
宿
中
屋
は
千
葉
県

鴨
川
市
天
津
３
２
８

７
。
☎
０
４
（
７
０
９

４
）１
１
１
１
。https

://www.nakayahotel.c
om/

オーシャンビューの
露天風呂付き客室

　
１
２
０
０
年
前
に
弘
法
大
師
が
開

湯
、
武
田
信
玄
も
こ
よ
な
く
愛
し
た

と
い
う
「
信
玄
の
湯
　
湯
村
温
泉
」

（
甲
府
市
）
。
常
磐
ホ
テ
ル
（
笹
本

健
次
社
長
）
は
こ
の
地
を
代
表
す
る


年
超
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
旅
館

だ
。
敷
地
内
の
３
千
坪
の
日
本
庭
園

は
松
を
基
調
と
し
た
情
緒
あ
ふ
れ
る

た
た
ず
ま
い
。
米
国
の
日
本
庭
園
情

報
誌
で
は
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。

　
夕
食
は
季
節
替
わ
り
の
常
磐
流
会

席
。
山
梨
県
の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド

「
甲
州
牛
」
や
、
高
級
養
殖
ブ
ラ
ン

ド
魚
「
富
士
の
介
」
な
ど
、
郷
土
の

優
れ
た
食
材
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の

料
理
を
提
供
す
る
。

　
食
事
場
所
は
プ
ラ
ン
に
応
じ
て


ブ
ー
ス

席
の
個
室
食
事
ど
こ
ろ

「
曙
」
や
、
２
０
２
３
年
に
誕
生
し

た

ブ
ー
ス
１
０
２
席
の
モ
ダ
ン
な

個
室
食
事
ど
こ
ろ
「
桜
」
な
ど
。
極

上
甲
州
ス
テ
ー
キ
が
味
わ
え
る
庭
園

内
の
「
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
甲
州
」
も
利

用
で
き
る
。

　
▽
常
磐
ホ
テ
ル
は
山
梨
県
甲
府
市

湯
村
２
の
５
の

。
☎
０
５
５
（
２

５
４
）３
１
１
１
。https://tokiwa-h

otel.co.jp/

新しい個室食事どころ

牛鉄板焼処「千」での食事風景

　
料
理
に
定
評
の
あ
る
華
や
ぎ
の
章

　
慶
山
（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。
２

０
０
９
年
９
月
に
ス
テ
ー
キ
懐
石
を

提
供
す
る
「
牛
鉄
板
焼
処
『
千
』
」

（
カ
ウ
ン
タ
ー
８
席
）
、

年
３
月

に
旬
彩
懐
石
の「
板
前
割
烹『
昌
』」

（
同
４
席
）が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
、

真
新
し
い
施
設
で
の
食
事
に
宿
泊
客

の
評
判
は
上
々
だ
。

　
完
全
予
約
制
で
、
営
業
時
間
は


～

時
半
。
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
慶
山
な
ら
で
は
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
味
わ
え
る
。

　
千
で
は
シ
ェ
フ
が
目
の
前
で
も
て

な
す
甲
州
牛
・
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ

の
鉄
板
焼
き
フ
ル
コ
ー
ス
が
、
昌
で

は
板
前
が
見
事
な
腕
前
で
魚
を
さ
ば

き
、
新
鮮
な
刺
身
と
熱
々
の
天
ぷ
ら

が
楽
し
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
み
の
ぶ
ゆ
ば
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
「
湯
葉
懐
石
」
や
野

菜
を
中
心
に
素
材
の
効
能
を
生
か
し

た
慶
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
薬
膳
料
理
」

な
ど
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　
▽
華
や
ぎ
の
章
　
慶
山
は
山
梨
県

笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
２
２
。
☎
０

５
５（
２
６
２
）２
１
６
１
。https

://keizan.com/

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温
泉
郷
の

秀
峰
閣
湖
月
（
小
佐
野
国
博
社
長
）

は
、
す
べ
て
の
客
室
、
庭
園
、
そ
し

て
露
天
風
呂
か
ら
富
士
山
を
望
む
絶

景
の
宿
だ
。
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
富
士
山
」
を
、
温
泉
、
料

理
と
と
も
に
満
喫
で
き
る
。

　
河
口
湖
北
岸
の
静
か
な
湖
畔
に
立

地
し
、
宿
か
ら
一
歩
外
に
出
れ
ば
湖

の
波
打
ち
際
。
「
湖
面
越
し
に
眺
め

る
富
士
山
は
稜
線
が
は
っ
き
り
と

し
、
麓
ま
で
分
か
る
。
形
は
ほ
ぼ
左

右
対
称
。
こ
こ
ま
で
美
し
い
富
士
は

な
か
な
か
な
い
」
と
宮
下
武
常
務
。

　
客
室
は
和
室
、
和
洋
室
な
ど
計


室
。
広
縁
や
バ
ル
コ
ニ
ー
、
ベ
ッ
ド

な
ど
か
ら
富
士
山
を
望
む
。
こ
の
う

ち
温
泉
露
天
風
呂
・
足
湯
付
き
客
室

が
４
室
、
温
泉
露
天
風
呂
付
き
洋
室

が
４
室
、
温
泉
足
湯
付
き
客
室
が
５

室
あ
り
、
温
泉
を
堪
能
し
な
が
ら
自

分
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
富
士
を
堪

能
で
き
る
。

　
庭
園
は
、
新
緑
、
夏
山
、
紅
葉
、

雪
山
と
四
季
の
富
士
山
を
写
真
撮
影

す
る
の
に
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
。
秀
峰

閣
湖
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
同

館
か
ら
宿
泊
客
が
撮
影
し
た
富
士
山

の
写
真
を
紹
介
す
る
「
湖
月
フ
ォ
ト

ア
ル
バ
ム
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

年
２
回
ス
タ
ッ
フ
の
投
票
で
大
賞
も

選
出
し
て
い
る
。

　
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
見
る
富
士
山

も
格
別
だ
。
雪
を
い
た
だ
く
山
肌
が

朝
日
で
赤
く
染
ま
る
赤
富
士
に
ち
な

む
婦
人
露
天
風
呂
「
赤
富
士
」
、
月

明
か
り
の
中
に
浮
か
ぶ
黒
富
士
の
名

を
冠
し
た
殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富

士
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
に
は
富
士

山
。
婦
人
大
浴
場
「
お
と
め
桜
」
、

殿
方
大
浴
場
「
ふ
じ
桜
」
か
ら
も
ガ

ラ
ス
越
し
に
富
士
山
が
広
が
る
。
今

年
８
月
に
は
貸
し
切
り
温
泉
露
天
風

呂
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
富
士
の
絶
景
に
加
え
、
料
理
で
も

魅
了
。
旬
の
食
材
を
吟
味
し
て
調
理

し
た
会
席
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

季
節
に
合
わ
せ
た
料
理
の
変
更
は
年

８
回
に
及
び
、
こ
だ
わ
り
の
味
と
美

し
い
盛
り
付
け
が
自
慢
。
好
評
な
料

理
の
一
つ
が
「
甲
州
ワ

イ
ン
豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
」
。
甲
州
ワ
イ
ン
を

飲
ま
せ
て
育
成
し
た
希

少
価
値
の
高
い
甲
州
ワ

イ
ン
豚
を
一
頭
買
い
し

て
食
膳
に
提
供
し
て
い

る
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山

梨
県
南
都
留
郡
富
士
河

口
湖
町
河
口
２
３
１

２
。
☎
０
５
５
５
（
７

６
）８
８
８
８
。https

://www.kogetu.com/ 秀峰閣湖月の外観

殿方露天風呂「黒富士」 　
「
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋
敷
」

（
吉
村
龍
一
朗
社
長
）
は
、
世
界
遺

産
「
萩
城
下
町
」
の
中
に
位
置
す
る

唯
一
の
旅
館
だ
。
萩
城
内
、
か
つ
て

城
を
守
る
重
臣
た
ち
が
居
を
構
え
た

萩
城
三
の
丸
の
毛
利
一
門
、
吉
敷
毛

利
家
屋
敷
跡
に
あ
る
。
藩
政
時
代
か

ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
町
割
り

と
、
当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た

武
家
屋
敷
群
。
江
戸
時
代
の
息
づ
か

い
を
そ
の
ま
ま
感
じ
ら
れ
る
。

　
宿
周
辺
の
上
級
武
家
屋
敷
は
も
と

よ
り
、
萩
城
下
町
や
萩
城
跡
ま
で
も

徒
歩
圏
内
と
散
策
に
も
最
適
で
、
そ

れ
を
目
的
と
し
た
お
客
さ
ま
も
多

い
。
そ
の
た
め
旅
館
の
通
常
の
接
客

の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
描
き
散
策

マ
ッ
プ
な
ど
、
歴
史
案
内
を
含
む
観

光
案
内
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
新
館
和
洋
ツ
イ

ン
客
室
８
室
を
増
築
。
北
門
屋
敷
ら

し
い
趣
は
そ
の
ま
ま
に
、
現
代
的
に

過
ご
し
や
す
い
客
室
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。

平
方
㍍
の
ベ
ッ
ド
と
リ
ビ

ン
グ
で
構
成
さ
れ
た
客
室
は
、
２
階

は
過
ご
し
や
す
い
基
本
タ
イ
プ
、
１

階
は
露
天
風
呂
の
付
い
た
、
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
客
室
と
な
っ
て
い
る
。

　
▽
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋
敷
は
山

口
県
萩
市
堀
内
２
１
０
。
☎
０
８
３

８（
２
２
）７
５
２
１
。http://www

.hokumon.co.jp/

北門屋敷表門

新鮮な刺し身、揚げたて天ぷらを
ビュッフェスタイルで

　
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
（
加
藤
晃
太

社
長
）
は
９
月
１
日
か
ら
、
「
選
べ

る
楽
し
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
会

席
料
理
と
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
組
み
合
わ

せ
た
新
た
な
夕
食
ス
タ
イ
ル
を
導
入

す
る
。

　
会
席
料
理
に
加
え
、
刺
し
身
、
天

ぷ
ら
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
ス
タ
イ
ル
で
提
供
。
刺
し
身
は
新

鮮
な
マ
グ
ロ
や
旬
の
魚
、
地
魚
な
ど

を
そ
ろ
え
る
。
天
ぷ
ら
は
ラ
イ
ブ
キ

ッ
チ
ン
か
ら
揚
げ
た
て
で
楽
し
ん
で

も
ら
う
。

　
今
年
は
稲
取
銀
水
荘
と
共
に
、
法

人
化

周
年
の
節
目
の
年
。
記
念
の

特
別
企
画
第
１
弾
と
し
て
、
対
象
プ

ラ
ン
の
宿
泊
客
先
着
３
千
人
に
「
伊

勢
海
老

え

び

の
姿
造
り
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
る
。
特
別
企
画
は
順
次
、
新

た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

　
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
は
海
抜

㍍

の
高
台
に
立
地
し
、
美
し
い
海
岸
線

を
眺
め
る
絶
景
リ
ゾ
ー
ト
。
１
２
３

室
全
て
が
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
。

展
望
露
天
風
呂
も
あ
る
。

　
▽
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
は
静
岡
県

賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁
科
２
９
７
７
の

１
。
☎
０
５
５
８
（
５
２
）
２
２
１

１
。https://www.dougashima-newg

insui.jp/

　
長
野
県
上
諏
訪
温
泉
の
浜
の
湯

（
井
口
政
徳
社
長
）
は
、
湖
上
花
火

で
有
名
な
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
に
位
置

す
る
現
代
数
寄
屋
づ
く
り
の
旅
館

だ
。
上
層
階
か
ら
湖
を
眼
下
に
、
遠

く
は
槍
ヶ
岳
や
穂
高
岳
な
ど
北
ア
ル

プ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
信
州
の
雄
大

な
自
然
を
一
望
す
る
。

　
同
館
の
自
慢
と
い
え
ば
料
理
。
京

都
で
生
ま
れ
育
ち
、
関
西
の
老
舗
料

亭
で
修
業
し
た
総
料
理
長
に
よ
る
本

格
会
席
料
理
を
提
供
す
る
。

　
山
菜
、
川
魚
、
高
原
野
菜
、
き
の

こ
、
信
州
牛
な
ど
、
四
季
折
々
の
地

元
の
素
材
を
は
じ
め
、
豊
洲
市
場
直

送
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
、
全
国
各
地

か
ら
よ
り
す
ぐ
り
の
素
材
を
巧
み
に

取
り
入
れ
て
い
る
。
盛
り
付
け
、
器

に
も
気
を
配
っ
た
、
彩
り
豊
か
な
料

理
を
月
替
わ
り
で
提
供
す
る
。
ご
飯

は
信
州
安
曇
野
の
契
約
農
家
が
生
産

し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
。
そ
の
お

い
し
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

　
諏
訪
湖
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
で
有
名

な
湖
で
も
あ
る
。
こ
の
ワ
カ
サ
ギ
の

天
ぷ
ら
を
は
じ
め
、
生
食
用
馬
肉
を

使
っ
た
桜
身
刺
し
な
ど
の
郷
土
料

理
、
コ
イ
旨
煮
、
手
長
エ
ビ
唐
揚
げ

と
い
っ
た
別
注
料
理
も
数
多
く
用
意

し
て
い
る
。

　
日
本
料
理
に
合
う
酒
と
し
て
独
自

に
開
発
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
吟
醸
酒

「
浮
城
」
は
、
左
党
に
は
ぜ
ひ
味
わ

っ
て
ほ
し
い
逸
品
。
地
元
酒
蔵
に
特

別
発
注
し
た
珠
玉
の
純
米
大
吟
醸
酒

だ
。

　
浜
の
湯
の
美
食
は
個
室
料
亭
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
２
階
の
「
浮

城
」
は
上
諏
訪
で
も
数
少
な
い
本
格

的
料
亭
街
。
全

室
で
、
日
本
庭
園

を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を

楽
し
め
る
。１
階
の「
乙
女
滝
」は
、

個
室
９
室
と
半
個
室
８
室
。

　
地
元
に
伝
わ
る
「
湯
玉
伝
説
」
ゆ

か
り
の
名
湯
を
４
種
類
の
大
浴
場
・

露
天
風
呂
、
貸
し
切
り
風
呂
で
楽
し

め
る
。
湯
は
神
経
痛
や

冷
え
性
に
効
く
と
評
判

だ
。
諏
訪
地
方
の
特
産

「
か
り
ん
」
を
使
っ
た

か
り
ん
水
を
湯
上
が
り

後
に
サ
ー
ビ
ス
。

　
同
館
の
気
配
り
、
心

配
り
が
館
内
の
随
所
に

行
き
届
い
て
い
る
。

　
▽
浜
の
湯
は
長
野
県

諏
訪
市
湖
岸
通
り
３
の

３
の

。
☎
０
２
６
６

（
５
８
）
８
０
０
０
。

https://www.hamanoy
u.co.jp/

信州をはじめ、全国各地の食材で彩る
本格会席料理

浮き舞台を備えた２層吹き抜けの
１階ラウンジ「胡蝶」

（５） 第３２３４号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）８月２６日（月曜日）


